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須賀廣太,寺 尾尚文,岡 元一

(本 要旨ハ大正14年2月 ノ岡山醫學會第36囘總 曾ニ於 テ講演 セリ.)

胃「ア トニー」症 ハ體質 的疾患 ニ シテ多クハ全身筋衰弱 ノ一部分症 ナ リ.本 體質 ノ本

態,成 因及 ビ疾病 トノ關係等ニ關 シテハ古來多クノ學者 ニヨリテ論議 セラレ機能的,

免疫學的方面 ニ於 テモ討究 サレ居 レリ.本 邦 ニ於 テモ中楯氏 ハ異常體質 ノ研究中小學

兒童 ノ無力性體質 ノ者 ニ就 キ體 質 ト白血球 トノ關係 ニ於 テ淋 巴球 ハ殆 ド生理的状態 ニ

アル カ或ハ 極 メテ僅 ニ增 多 ヲ來スニ過 ギズ トナシ,血壓 ニ於 テハ健康 兒 ニ比 シ概 シテ

低下 セル モノノ如 シトナ シ,迷 走神經 緊張 トノ關係 ニ於 テハ無 力性體 質 ト迷走神經 緊

張 トハ一定 ノ關係 アル モノノ如 ク之 ヲ合併 スル%ハ 健康者 ノ2倍 以上 ニ相當 ス ト述 ベ

ラ レタ リ.而 シテ余等ハ本體質 ノ形態學的檢索 ヲ試 ミント欲 シ,去 ル大正11年 夏,小

堀,武 田,晴 木,米 原,木 佐木諸君 ノ勞ニ ヨリ測定 サ レタル 歩兵第54聯 隊及 ビ山砲

隊第2大 隊 ノ壯丁各100名 ニ於 ケル成績 ヲ對照 トセ リ.勿 論體格ハ 人種 ニヨリ,國 ニ

ヨリ差違 ア リ.本 邦 ニ於 テモ琵琶湖 ヲ境 界 トシ東西 ニ於 テ可成 ノ差 ア リト聞 キ及 ベ リ.

即 チ琵琶湖 以西 ニ於 テハ細 長キ人多 シ ト.故 ニ之等壯丁 ノ體格 ヲ以 テ殊 ニ女子 ニ就 キ

測定セル成績 ナキニ於 テ直ニ對照 トスルハ聊 カ非難 ナキ能 ハズ ト思惟 スル モ暫ク之 ヲ

主 ナル對照 トシ,其 他本邦 ニ於 ケル他 ノ人 ニヨリ爲 サ レタル處及 ビ西人 ノ成績 トヲ對

照 トシ彼是比較研究 セン トス.胃 「ア トニー」患者 ハ外來,入 院 ノ者及 ビ本院看護婦,

講 習生中該疾患 ヲ有 スル モノ總計50名(内 男子22名,女 子28名,年齡 ハ18-48年

ノ者)ニ 就 キ測定 セ リ.一 般 ニ本體質 ノ胸腹部 ニ於 ケル形態的特徴 トセラルル處ハ扁

平長狹 ナル胸廓 ヲ有 シ,上 腹角尖鋭,肋 骨纎 弱ニ シテ肋 軟骨 ノ附着亦薄弱,屡 々第10

肋骨 ノ遊離 セルアリ.而 シテ上腹 部及 ビ左右季肋部 ハ概 ネ健康體格 ニ比 シ甚 ダ狹 長タ

リ.而 シテ小堀君等及 ビ余等 ハ先 ヅ身長,體 重,胸 圍,腹 圍,上 腹 角,半 月状截痕-胸

骨 下端,正 中線-前 腋窩線,胸 骨下端-臍,臍-耻 骨聯接及 ビ半月状截痕-耻 骨聯接

即 チ胴 長等 ヲ測定 セ リ.是 等ハ總 テ直立位 ニ於 テナセルモノニ シテ胸圍 ハ第4肋 軟骨

ノ高 サニ於 テ,兩 手 ヲ自然 ニ垂 レシメ,靜 ナル呼吸 ノ許 ニ,腹 圍 ハ臍 ノ高 サニ 於 テ,

上腹角 ハ角度計 ノ頂點 ノ部 ヲ胸骨下端 ノ中點 ニ置 キ角度計 ノ兩脚 ヲ肋骨弓 ニ接 セ シメ
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テ測 定 セ リ.臍 ハ中心 ヲ,耻 骨聯 接 ハ上縁 ヲ基 點 トシテ總 テ測 定 シタ リ.正 中線-前

腋窩 線 ハ左 右 ニ於 テ2cm位 迄 ノ差(右 方 大)ア ル モ ノ多數 ナ リシモ何 レモ平 均値 ヲ採

レリ.歩 兵 隊 ト山砲 隊 トニ於 テハ總 テノ點 ニ於 テ其差 甚 ダ些 少 ナル ヲ以 テ之 ヲ平 均 シ

對 照 トセ リ.今 壯丁 ニ於 ケル測 定成績 ヲ對照 トシ テ胃「ア トニー」患 者 ニ於 ケル測定 成

績 ヲ表 示 セバ次 ノ如 シ.長 サハ スベ テcmヲ單 位 トシ,重 サハkgヲ單 位 トス.

之 ヲ通覽シ 本體質 ニ特異 ナリ トサ レ居ルモ ノ及 ビ其他 ニ就 キ聊 カ論ゼ ントス.
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(1) 上 腹 角.　 本 體 質 ノ者 ニ於 テハ一 般尖 鋭 ニ シ テ其 度尖 鋭 ナル ニ比例 シテ亦 本體

質 ノ徴 候 愈 々著 明 トナル ナ リ.此 ノ表 ニ就 テ見 ル モ對照 ニ比 シ本 體 質 ノ者 ノ方平 均,

最 大,最 小 ノ各値 ニ於 テ20゜ 内外 狹 小 ニ シテ,女 子 ニ於 テハ一層 著 明 ナ リ.而 シ テ本

體 質 ノ着 ニ於 テ最 モ多 キハ40゜-50゜(46%)ニ シテ次 ハ50゜-60゜(26%)ナ リ.

(2) 胸骨 下端-臍.　 是 又本體 質 ノ者 ニ於 テ一般 異常 ニ長大 ナ リ トセ ラル ル處 ナル

ガ余 等 ノ成 績 ニ於 テモ上 表ニ示 スガ如 ク總 テノ測 定値 ニ於 テ對照 ノ方本 體 質 ノ者 ヨ リ

大 ナル ニ反 シ是 レノ ミ獨 リ小 ナ リ.即 チ本體 質 ノ者 ノ方 長 シ.尤 モ女 子 ニ於 テハ僅 ニ

小 ナル モ身 長一般 ニ男 子 ニ比 シ短 キ割 合 ニ長 シ.

(3) 胸骨下端-臍/正中線-前腋窩線.

本體 質 ノ者 ニ於 テハ此 ノ比 異常 ニ大 ナル ベ キモ未 ダ何 人 モ是 レヲ數 字 的 ニ表 シタル

モ ノ無 キ ガ如 ク,因 テ余 等 ハ次 ノ如 キ式 ヲ作 リ之 ヲ測 定 セ リ.

胸骨 下 端-臍/正中線-前腋窩線×100.

之 ヲ表 ニ示 セバ次 ノ如 シ.

之 ニ テ明 ナル如 ク本 體 質ノ者 ノ方 對照 ニ比 シ大 ナ リ.

(4) Lennhoff-Becker氏 指 數.

半 月状 截痕-耻 骨 聯 接/腹圍×100.

本體質 ノ者 ニ於 テハ

半 月状截痕-耻 骨聯接/腹圍×100>75ナ リ トサ レ居 レリ
.是 レヲ測定スル ニ次 ノ如

キ結 果 ヲ得 タ リ.

之 ヲ%ニ テ表 セバ男 子 ニ テ指數>75ノ モ ノ72.7%,指 數=75ノ モ ノ0%,指 數<75

ノモ ノ27.3%,女 子 ニ テ指數>75ノ モノ28.5%,指 數=75ノ モ ノ7.1%,指 數<75

ノモ ノ64.4%ナ リ.對 照 ニ於 テハ各隊 共 ニ指數>75ノ モ ノ15%ナ リ.女 子 ニ於 テ
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最 大値8.7ナ ル ニ平 均値70.8ニ シ テ75ニ 達 セザル モノ64.4%モ アル ハ要 スル ニ女 子

ノ腹 圍 ノ男 子 ノ夫 レニ比 シ比較 的大 ナル ニ因 ルナ ラン.此 最小値607ヲ 有 ス ル者 ノ如

キハ43年 ノ患 者 ニ シテ腹 圍 ハ實 ニ女 子 中 ノ最大 値73cmヲ 有 スル モ ノ ナ リ.如 上 ノ成

績 ヨ リシテLennhoff-Becker氏 指 數 ハ男 子 ノ 「ア トニー」性 體 質 ノ者 ニ適用 シテ餘 リ誤

リナ カ ラ ンヵ.

(5) 胴 長.　 上 記Lennhoff-Becker氏 式 ノ半月 状截 痕-耻 骨 聯 接即 チ胴 長 ニ就 キ西 人

ニ テハ平 均33cmニ シ テ男 子 ハ32-33cm,女 子 ハ33-34cmナ リ トセル モ余 等 ノ測

定成 績 ハ上表 ニ示 セルガ如 ク何 レモ西 人 ノ夫 レニ比 シ遙 ニ長 シ.又 胴 長=1/3身 長 ナ リ

ト云 ヘル ガ,之 ニ ヨ リ上 表 ノ各 身 長 ヨ リ計算 セル モ ノ ト實 測値 トヲ比較 セ バ次 ノ如 シ

即 チ各 値 共 ニ實 測 値 ヨ リ少 シ大 ナ リ.

(6) Proportionale Brustumfang.

本 體 質 ノ者 ニ於 テハ一 般 ニ狹 胸 ノ者 多 シ.而 シ テ西 人 ハProprtionale Brustumfangヨ

リ シ テ胸 廓 ヲ3種 ニ分 テ リ.即 チProportionale Brustumfang 50-55cmノ モ ノ ヲ普 通

胸,50cm以 下 ノ モ ノ ヲ狹 胸,55cm以 上 ノ モ ノ ヲ廣 胸 トセ リ。 而 シ テ

Proportionale Brustumfang= 胸 圍 ×100

/身長
ナリト云 ヘルガ,此 式 ヲ用 ヒ上表中 ノ胸圍及

ビ身長 ノ各平均値 ヨリ計算 セバ次 ノ如 シ.

此處 ニ於 テ女 子ノ比較 的大 ナルハ,女 子ハ男子 ニ比 シ一般 ニ身 長短 キニカカハ ラズ

胸圍ハ乳房發育 ノ關係等 ヨリシテ比較的大 ナル ニ因ル モノナランカ.

(7) 丹治氏判定法.

日本生命保險會社 ノ丹治氏 ノ千數百名 ノ實例 ヨリシテ作 ラレシ諸種判定式 中ニ次 ノ

如 キモノア リ.
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(A) 普 通體.　1/2身 長-5cm〓1/2(胸 圍+腹 圍)<1/2身 長-15cm.

(B) 狹 長體.　1/2身 長-10cm〓1/2(胸 圍+腹 圍)<1/2身 長-15cm

(C) 謝絶 狹 長體.　1/2(胸 圍+腹 圍)<1/2身 長-10cm

始 メ ヨ リ〓 々述 ベ シ如 ク本 體 質 ノ者 ニハ總 テ狹 長體 ノ者 多 キ ニ因 リ之 等 ノ諸式 ニ就

キ聊 カ討究 セ ン トス.

(A) 普 通體.　 上 表 對照 中 ノ身 長,胸 圍,腹 圍 ノ各平 均値 ヨ リ上式 ニ アテハ ム レバ

77.5<80.5<87.5ト ナ リテ適 合 ス.

(B) 狹 長體.　 (a)男 子.　上 表患者 男 子 ノ身 長,胸 圍,腹 圍 ノ各 平 均値 ヨ リ上 式 ニ

ア テハ ム レバ71<72.2>66ト ナ リテ一部 適 合 ス.今 男 子患 者中 身 長最大 ナル モノ

(21年,身 長177cm,胸 圍78cm,腹 圍66cmノ 者)ニ 就 キテ見 ル ニ78.5>72<73.5

トナ リテ一部 適 合 ス.次 ニ胸 圍 ノ最 小 ナル モ ノ(18年,身 長142cm,胸 圍70cm,腹 圍

70cmノ 者)ニ 就 キテ見 ルニ61<70>56ト ナ リテ一部適 合ス.次 ニ腹 圍 ノ最 小 ナ

ル モノ(31年,身 長163.8cm,胸 圍78.5cm,腹 圍58.5cmノ 者)ニ 就 キテ見 ルニ71.9

>68.5>66.9ト ナ リテ全 部 不適 合 ナ リ.

(b) 女 子.　 上 表患 者女 子ノ身 長,胸 圍,腹 圍 ノ各 平 均 値 ヨリ 上 式 ニ ア テハ ム レバ

64.5<70.3>59.5ト ナ リテ 一部適 合 ス.女 子 患者 中身 長最 大 ナル モノ(20年,身 長

160.5cm,胸 圍80cm,腹 圍61cmノ 者)ニ 就 キテ見 ルニ70.2<70.5>65.2ト ナ リテ

一 部 適 合 ス .次 ニ胸 圍 ノ最 小 ナル モ ノ(29年,身 長151cm,胸 圍69cm,腹 圍55cm

ノ者)ニ 就 キテ見 ル ニ65.5>62>60.5ト ナ リテ全 部不 適 合 ナ リ.次 ニ腹 圍 ノ最 小 ナ

ル モ ノ(34年,身 長147.5cm,胸 圍70cm,腹 圍50.7cmノ 者)ニ 就 キ テ見 ル ニ63.7>

60.3>58.7ト ナ リテ全部 不適 合 ナ リ.

(C) 謝絶 狹 長體.　 (a) 男 子.　 上表 患 者 ノ身 長,胸 圍,腹 圍 ノ各 平均 値 ヨ リ上式 ニ

ア テハ ム レバ72.2>71ト ナ リテ全 部 不適 合 ナ リ.身 長最大 ナル者 ニ テハ72<78.5

トナ リテ適 合 ス.胸 圍最小 ナル者 ニテハ70>61ト ナ リテ不 適合 ナ リ.腹 圍 最小 ナル

者 ニ テハ68.5<71.9ト ナ リテ適 合ス.

(b) 女 子.　 上 表患 者 ノ身 長,胸 圍,腹 圍 ノ各 平 均値 ヨ リ上 式 ニ ァ テハ ム レバ70.3>

64.5ト ナ リテ不適合 ナ リ.身 長 最大 ナル者 ニ テハ70.5>70.2ト ナ リテ不適 合 ナ リ.胸

團最 小 ナル 者 ニ テハ62<65.5ト ナ リテ適 合 ス.腹 圍 最小 ナル者 ニ テハ60.3<63.7ト

ナ リテ適 合 ス.

斯 ク探 究 ス レバ,丹 治 氏判 定法 モ適 切 ナ ラザル モノノ如 シ.勿 論 狹 長體 ニ モ其 程度

種 々 ナル ヲ以 テ直 ニ斷定 ハ ナ シ難 キモ.
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(8) 胸廓 前後徑.　 コハ直立位 ニテ第4肋 軟骨 ノ高 サニ於 テ骨盤計 ヲ用 ヒテ測定 セ

リ.壮 丁 ノハ生憎 測定 シアラザ リシヲ以 テコハ三田谷氏等 ノ大阪醫科大學 々生及 ビ歩

兵第8聯 隊竝 ニ機 關銃隊 ノ兵卒 ニ就 キテナサ レタル處 ヲ對照 トシ論 ゼ ントス.兩 者各

平均値 ヲ比較 セ バ次 ノ如 シ.

本體 質者 ニ扁平 ナル胸廓即チ前後徑短 キ者多 シトノ一般 ノ言 ヲ裏切 ラズ.

(9) 胸廓橫 徑.　 是 レ又一般本體質者 ニ於 テハ健康者 ヨリ短 小ナ リトセラル ル處 ナ

ルガ兩者各平均値 ヲ比較 セバ次 ノ如 シ.

矢張 リ狹 小 ナル胸廓 ノ者多 シ.

(10) 胸廓指數　
胸廓橫 徑 ×100

/胸廓前後徑

之 ヨリ各平 均値 ヲ算出セバ次 ノ如 シ.

コノ指數 大 ナル ニ比 例 シテ胸 廓 ハ扁平 トナル理 ナ リ.コ ノ胸 廓 指數 ト胸 廓橫 徑 トヨ

リシ テ胸 廓 ノ形 状 ヲ普 通胸,縦 長胸,橫 長胸 ノ3種 ニ分 テ リ.

(11) Rumpfbreiteindex　
胸廓橫徑 ×19
/7

之 ヲ求 メ各平均値 ヲ表示 セバ次 ノ如 シ.

是 レ又本體質者 ニ於 テ常 ニ小 ナル處 ナ リ.

(12) 乳頭距離及 ビ乳頭距離 ト胸 廓前後徑 トノ關係.先 ヅ乳頭距離 ニ就 キ三田谷氏

等 ノモ ノ ト余等 ノモノ トノ各平均値 ヲ比較 セバ次 ノ如 シ.
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次 ニ乳頭距離 ト胸廓 前後徑 トノ關係 ヲ三田谷氏 等 ノ夫 レト余等 ノ トヲ比較 シ表示 セ

バ次 ノ如 シ.(各 人 員ニ就 テ)

此處 ニ於 テ其 差1cm迄 ノモ ノ ヲ相 等 シキモ ノ ニ含 メテ計算 スル 時 ハ次 ノ如 シ.

即チ其差1cm迄 ノモノヲ相等シ キモノニ加ヘテ計算 スル時ハ乳 頭距離 ト胸廓 前後

徑 トノ相等 シキモノ最 モ多 シ.三 田谷氏ニ ヨレバ年齡7-12年 ノ男 女兒ニ於 テモ乳頭

距離〓 胸廓 前後徑 ナ リト.因 テ同氏ハ乳頭距離 ヨリ胸廓 ノ厚 薄 ヲ略知 シ得 ト述 ベ ラ

レタ リ.余 等 ノ觀察 ハ測定人員甚ダ少 キモ上表 ノ如 キ實測値 ヲ得 タルハ本體質者 ノ胸

廓 一般扁平 ニ シテ女子ノ成人 ニ於 テハ乳房ノ發達著 シキニ因ル ナランカ.

(13) 胸圍 ト身 長.　 成人 ノ健人 ニテハ胸圍:身 長=1/2:1ナ リト云 ヘル ガ,余 等ノ測

定 ニヨレバ次ノ如 シ.(各 人員ニ就 テ)

即 チ壯 丁 ニ於 テハ大 多數 ニ於 テ胸 圍 ノ方1/2身 長 ヨ リ大 ナ リ.患 者 ノ男 子 ニ テ胸 圍 ノ
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方1/2身長 ヨリ小 ナル者 多 キハ矢張 リ本體 質者 ノ胸廓 ノ狹 長ナルモ ノ多 キニ因ル ナラ ン

又女 子ニ於 テ反對 ナルハ身長 ノ短 キ ト乳房 ノ發育著 シキ トニ因ルモノナラ ンヵ.

次ニ「ア トニー」性體質 トハ餘 リ關係 ナキモ本體格檢 査ニ際 シ知 リ得 タル事 實ノ一二

ニ就 キ,尚 ホ西人 ノ體格榮養檢査判定 ニ用 フル二三 ノ式 ニ就 キ批判 セン トス.

(A) 男女 ニ於 ケル胸骨下端-耻 骨聯接及 ビ臍-耻 骨聯接ノ各比較.

先 ヅ男女 ニ於 ケル胸骨下端-耻 骨聯接ノ比較 ヲ表ニ示 セバ次 ノ如 シ.

之 ヲ見 ル ニ概 シ テ「ア トニー」性體 質 ノ者 ハ躯 幹細 長 キモ ノナル ガ,對 照 ナル男 子 ト

患 者 ナル女 子 トヲ比較 ヌル ニ,後 者 ハ最 初 ノ表 ニ示 シタル ガ如 ク身 長 ノ平 均 値 ニ於 テ

15cm以 上 モ小 ナル ニ,胸 骨下 端-耻 骨 聯接 ニ於 テハ殆 ド等 シキ ヲ見 ル.(コ コニハ歩

兵隊 ト山砲 隊 トノ平 均値 ヲ示 セ ル ガ歩 兵隊 ノ ミノ平 均値 ト比較 スル トキハ歩 兵 ヨ リハ

反 テ0.5cm位 長 シ).次 ニ男 女 ニ於 ケル臍-耻 骨聯 接 ノ比 較 ナル ガ,女 子 ニ於 テハ既

ニ最 初 ノ表 ニ示 シタ ル ガ如 ク臍-耻 骨 聯接 ハ男 子 ヨ リモ一 般 ニ長 キガ如 シ.

(B) 臍 ノ位 置 ニ就 テ.　 通 常臍 ハ胸 骨下 端 ト耻 骨聯 接 トノ中央 ヨ リ漸次 下方6cm

位 迄 ノ間 ニ位 ス ルモ ノ多 キガ如 シ.然 ルニ女 子28名 中4名 ニ於 テハ反 對 ニ中 央 ヨ リ

上 方即 チ胸 骨下 端<耻 骨 聯 接 ナル 者 在ル ヲ見 タ リ.其 差 ハ0.5-2.5cmナ リ.

大 正12年4月 ノ日本消 化機病 學 會4月 例會 ニ於 テ岩 井 氏 ハ 『本 邦 正常成人 生體 ニ

於 ケル臍 ノ位 置 ニ就 テ』 ナル演 題 ニ テ男 子 ニ於 ケル平 均 位置 ハ直 立位 ニテ劍 状 突 起基

部 ト耻骨 縫 際上縁 トノ各 距離 ノ比 ハ1.5:1.0.而 シテX線檢 査 ニ テ左 右腸 骨櫛 ノ最 上

端 ヲ連結 ス ル線 ニ略 ホ一致 シ,第4腰 椎 棘状突 起 ノ尖 端 ニ略 一致 ス.各 人 ノ移 動 範圍

ハ6.1cm,身 長 ノ大小 ニ ヨル影 響 ヲ除 クモ尚 ホ3 .8cmア リ.女 子 ニ於 ケル 平 均位 置 モ

同 樣 ニ シテ各人 ノ間 ニ於 ケル移動 範 圍 ハ7.6cm,身 長ノ大 小 ニ ヨル影響 ヲ除 ク モ尚 ホ

4.2cmア リ.(尚 ホ同 氏 ハ左 右腸骨 前上棘 ヨ リノ距離,仰 臥位 ニ於 ケル モ ノヲモ測 定 サ

レ居 レ リ).故 ニ臍 ヲ基 準 トスル 測 定 ニハ以上 ノ事 實 ヲ顧 慮 スル ヲ要 ス ト述 ベ ラ レタ

リ.余 等 ノモ ノ ニ於 テ各其 比 ヲ求 ム レバ次 ノ如 シ.(勿 論直 立位 ニ テ)
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此 ノ如 ク臍 ハ上下 左右 ニ可成 移動 セル位 置 ニ在 ル事 アル モ ノナ レバ各 人 ノ測 定値 ニ

可成 相違 アル ハ免 レ難 キ事 ナル カ,心 スベ キナ リ.之 ト同樣 ノ事 實 ハ胸 廓 ノ乳 頭 ニ於

テモ見 ル處 ニ シテ殊 ニ左 右2箇 アル モ ノ ナ レバ之 ヲ基 準 トス ル測 定値 ニハ可成 大 ナル

差 違 アル 可 キナ リ.

(C) Broca氏 法.　 身 長cm-100=體 重kg.

コノ法 ニ ヨ リ計 算 シタル モ ノ ト余 等 ノ實測 値 トヲ比較 セバ次 ノ如 シ.

コハ大 人 ニ於 テ身長 ヨ リ直 チ ニ體 重 ヲ求 メ得 ル 最 モ簡 便 ナル方 法 ナル モ,此 ノ表 ニ

示 ス ガ如 ク,實 測値 ト距 ル事 可成 遠 シ.尚 ホ此 ハ身 長155-165cmノ 者 ニ適 シ,165-

175cmノ 者 ニハ身 長cm-105ト シ,身 長175-185cmノ 者 ニハ身 長cm-110ト ナス

ベ シ ト云 ヘ リ.

マ ウ レル 氏 ハ實測 値-算 出値〓10kgナ ル時 ハ肥 滿體 ト看 做 セ リ.

(D) Bornhardt氏 法.
　身長cm× 胸圍cm

/240
=體 重kg.

コノ公式 ヨリ算 出 シタル モ ノ ト余 等 ノ實 測値 トヲ比 較 セバ次 ノ如 シ.

コノ式 ハ徴 兵 年齡 ノ者 ニ ハ比 較 的適 合 スル モ其 他 ニ於 テ ハ年齡 ト共 ニ240ナ ル 數字

ヲ變 更 スル ノ要 ア リ トハ既 ニ定 説 ノ アル所 ナ リ.本 邦 ニ於 テモ竹 岡氏 ハ7歳 以上 ノ各

年齡 ニ適 切 ナル數 字 ヲ報告 セ リ.又Bornhardt氏 ハ コノ式 ノ240ト 體 重 トノ位 置 ヲ變
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ヘタル式 身 長cm× 胸 圍cm

/體 重kg
=240ヨ リシ テ240ヨ リ大 ナル時 ハ榮 養 不 良 トシ,小 ナル

時 ハ榮 養 可良 ナル證 トセ リ.

(E) Rohrer氏 身體 充 實指數.

體 重gr×100

/身 長3cm

コノ公式 ヨリ余等 ノ測定セル體重及 ビ身 長ノ各平均値 ヨリ計算 セバ次 ノ如 シ.

Berliner氏 ノ研 究 ニ ヨレバ此 ハProportionale Brustumfangノ 増 加 ト共 ニ増 ス モ ノナ

ル ガ故 ニ胸 圍 ヲ顧慮 セザ レバ誤 リナ リ ト.尚 ホ コハ又年 ト共 ニ増 ス モノ ナ リ.併 シ老

年 ニハ反 テ減 ズ.「 ア トニー」性 體 質 ノ者 ノ如 ク細 長 キモノハ此 ノ指 數 ハ小 ナ リ.此 ノ

指數 ノ通 常範 圍 ハBerliner氏 ニ ョレバ成 人 ニ於 テProportionale Brustumfang 50-55cm

ノ者 ハ1.25-1.75ナ リ ト.余 等 ノ此 ノ 價ハBrugsch, Hassing及 ビBerliner諸 氏 ノ夫 レ

ヨ リ何 レモ小 ナ リ.

要 之余 等 ノ行 ヒシ統 計的 觀察 ハ前 ニモ述 ベ シ如 ク,對 照 ニ於 テ略 ボ年齡 ノ一 定 セル

男 子 ニ限 ラ レ,患 者 ニ於 テハ其 數 甚 ダ少 シ.從 ヒテ此 ノ兩 者 ニ就 キ直 チ ニ比 較評 論 ス

ル ハ勿論 異論 アル ヲ免 レ難 シ トスル モ「ア トニー」性 體 質研 究 ノ一端 ニモナ ラ ント思 ヒ

敢 テ發表 スル次 第 ナ リ.

次 ニ上述 ノ測 定成 績 ヨ リ特 異 ナ リ ト思 ハル ル モノ ヲ摘 録 ス レバ

(1) 上腹 角.　「ア トニー」性體 質 ノモ ノハ健 康體 ニ比 シ20゜ 内外 小 ナ リ.

(2) 胸骨 下 端-臍.　 本 體 質者 ノ方僅 ニ長 シ.

(3) 
胸骨下端-臍
/正中線-前 腋窩線.

　本體質着 ノ方大 ナリ.

(4) Lennhoff-Becker氏 指 數.　 本 體 質 者 ハ 概 シ テ75ヨ リ大 ナ リ.殊 ニ男 子 ニ 於 テ然

リ.

(5) 胸廓前後徑及 ビ胸廓横徑.　本體質者 ノ方何 レモ小 ナ リ.

終 リニ臨ミ壯丁ノ體格檢査ヲ快諾 サレ且種々便宜ヲ與ヘラレシ當時ノ第十七師團軍醫部長一等軍醫正岡本隆

一,歩 兵第五十四聯隊長歩兵大佐久保精唯,同 隊附三等軍醫正千野壯造,山 砲隊第二大隊長砲兵中佐林政次郎,

同隊附一等軍醫稻富一郎 ノ各位 ニ對シ深甚ナル謝意ヲ表ス.御 多忙中御校閲ノ勞 ヲ賜 ハリシ柿沼敎授 ニ衷心ヨ

リ感謝 ス.尚 ホ小堀,武 田,晴 木,米 原,木 佐木ノ諸君竝ニ醫局諸君ノ御助力 ヲ深謝 シ併 セテ看護婦
,講 習生

各位ノ御厚意 ヲ多トス.(14. 10. 10受 稿)
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Kurze Inhaltsangabe.

Korpermessungen bei Magenatonikern.

Von Dr. H. Suga, Dr. N. Terao

und Dr. M. Oka.

(Aus der med. Universitatsklinik von Prof. K. Kakinuma, zu Okayama)
Eingegangen am 10. Oktober 1925.

Wir haben an 50 Fallen von 18-bis 48-jahrigen Magenatoniketn, so speziell an 22 mannlichen und 28 
weiblichen, die Korperlange, das Korpergewicht, den Brust-und den Bauchumfang, den transversalen und Sagitta

len Durchmesser des Brustkorbes, den epigastrischen Winkel, die Langen von der Incisura jugularis zum unteren 
Ende des Brustbeins, vom letzteren zum Nabel, vom letzteren zum oberen Rande des Schambeins und von der 
Incisura jugularis zum oberen Rande des Schambeins (die sog. Rumpflange) und auch den Abstand der vorderen 
Axillarlinie von der Mittellinie gemessen, und darauf wurden dann unter anderen der Lennhoff-Beckersche

 Index, der proportionale Brustumfang, die Messungen nach Tanji, der Brustindex, der Rumpfbreiteindex, die 

Lage des Nabels, die Brocasche und die Bornhardtsche Formel, der Rohrersche Index der Korperfulle, das 

Verhaltnis der Korperlange zum Brustumfang, das des Mammaabstandes zum sagittalen Brustdurchmesse und 

dasselbe zwischen den Abstanden vom unteren Ende des Brustbeins zum Nabel und von der Mittellinie zur vorde

ren Axillarlinie bezogen. Als Kontrolle haben wir unsere Messungsresultate bei 100 Soldaten, wenn auch es in 

Bezug auf das Alter und das Geschlecht nicht ganz geeignet, und auch die Zahl in den Mitteilungen der fruheren 

Autoren benutzt.

Aus den Resultaten sind die folgenden hervorzuheben:

1) Bei Magenatonikern betragen der epigastrische Winkel etwa 20゜ kleiner, die 

Lange vom unteren Ende des Brustbeins zum Nabel etwas langer und das Verhaltnis 

zwischen den Abstanden vom unteren Sternumsende zum Nabel und von der Mittellinie 

zur vorderen Axillarlinie etwas grosser als bei Normalen.

2) Der Lennhoff-Beckersche Index ist im allgemeinen bei Magenatonikern 

grosser als 75.

3) Der sagittale und der transversale Durchmesser des Brustkorbs sind bei Magen

atonikern klein. (Autoreferat.)
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